
                                      １８０号 

❀❀「花束」❀❀                     

校長  田村 貴代美 

 青梅市には、古い建物を生かした素敵なお店がいくつもあり、そのひとつにシネマ 

ネコという映画館があります。賞レースとは一線を引いた良い作品を選りすぐって上 

映する、落ち着いた雰囲気の素敵な映画館です。先日「花束」という作品の監督が 

トークイベントをするという記事を読み、早速行ってみました。 

本作品はドキュメンタリーと架空の物語とを織り交ぜた実験的な作品で、児童養護 

施設で育った 8 人の青年が出演します。便利な世の中になったけれど、社会の見え 

にくいところで普通とは言い難い経験をした彼らが、光を見出し力強く生きている姿 

を映しています。監督からは、素敵な言葉と同時に今を考えさせられることがたくさん 

語られました。一部要約して紹介します。“個と個が向き合うことは、今は家庭の中で 

も十分ではなくなっています。でも、家庭や家族でなくても誰かの救いがあり、愛情を 

受け取れることができれば（闇に）落ちていくことはありません。誰かが気付き、声をかけることが必要です。” 

本校が大事にしていることは、子供も大人も同じように一人の人として大切にすること、誰かの言葉に真摯に

耳を傾けることです。組織の中でルールを守ることは基本的なことではありますが、ルールで物事を一括りに縛

るのとは異なります。社会的なモラルを守らなかった者に対し、大勢が批判し過剰な社会的制裁を加える最近

の風潮に危機を感じます。「花束」の作中で、罪人が大衆から責め立てられる場面があります。罪人が主人に

向かって「私に石を投げ罰を与えてください」と言いますが、主人は「罪を犯したことのない者からまず石を手に

取りなさい」と大衆に投げかけます。石を手に取れる者は誰もいませんでした。良くないと理解していても、それ

を行ってしまうのはなぜか。現代社会では、子供だけでなく大人も同じだと監督は語ります。ニュースで流れる

悲しい出来事が、ふと頭をよぎりました。本作品の最後は、「大人が救われる世界へ」という言葉で終わります。 

 日常から離れ、いつもと異なることに直接触れると、生きることが豊かになるように感じます。歴史ある青梅市に

は、そんな場所がたくさんあります。コロナ禍で地域へ出ていく活動が少なくなっていましたが、今年度は外部と

の関わりや校外での活動を広げていく予定です。ぜひ青峰学園にお越しください。のんびりカフェで美味しい

珈琲とパンを食し、帰りに咲き誇るお花を買ってください。店員の少し照れた笑顔をお土産にお見送りします。 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

令和７年５月１日（木） 
東京都立青峰学園校長 

田村 貴代美 

 

 

青峰
せ い ほ う

学園だより 
 

 

登校日は旗が上がります 

  

  

 

いよいよ今年度の「のんびりカフェ」開店❀ 

パンの販売を開始します。 

給食にも出る「青峰パン」を是非ご賞味あれ！！ 

【営業日時】月・水・木  

１０：００～１２：００ 

１３：２５～１４：４０ 

〔のんびりカフェ〕 

4 月 28 日オープン！ 
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５月 主な行事予定 
 

 

ホームページ https://seiho-sh.metro.ed.jp/site/zen/    メール S8000541@section.metro.tokyo.jp     


